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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

松尾 和人 生物環境安全部 中国 第 回遺伝子組換え生物の安全性に関する 研究推進費7 H14.10.10
H14.10.16国際シンポジウムに出席 ～

八木 一行 地球環境部 オランダ ワークショップに出席 要請出張IGBP-IHDP H14.10.10
H14.10.17 IGBP～

大倉 利明 農業環境イン カナダ 農地の土壌有機炭素指標に関する 研究推進費OECD H14.10.14
H14.10.20ベントリーセ 専門家会合出席に出席 ～

ンター

中谷 至伸 農業環境イン タイ タイにおける貯蔵害虫の天敵相の解明 要請出張H14.10.21
H14.11.19 JIRCASベントリーセ ～

ンター

中井 信 農業環境イン パキスタン パキスタンにおける砂漠化モニタリング手 環境省委託プロH14.10.25
ベントリーセ 法の開発と砂漠化指標に関する研究 ～ ジェクトH14.11. 4
ンター

斎藤 雅典 化学環境部 中国 土壌－植物間相互作用に関する国際ワーク 研究交流促進法H14.10.28
ショップに出席 ～ 第５条H14.11. 1

長谷部 亮 化学環境部 オーストリア のインパクト：土壌微生物と養分動 要請出張GMO H14.11.3
態シンポジウムに出席 ～ 農林水産技術会議H14.11. 8

土屋 健一 生物環境安全部 タイ 第 回国際熱帯・亜熱帯植物病理学会議参 研究推進費1 H14.11.4
H14.11.10加 ～

小原 裕三 化学環境部 アメリカ 年度臭化メチルの代替技術と放出抑 研究推進費2002 H14.11.5
H14.11.11制に関する国際研究会議に出席 ～

今井 秀夫 化学環境部 韓国 「農業生態系における水質保全とその環境影 研究推進費H14.11.13
H14.11.16響評価（日韓共同研究）に係わる打ち合わせ ～」

上沢 正志 農業環境イン 韓国 「農業生態系における水質保全とその環境影 研究推進費H14.11.13
H14.11.16ベントリーセ 響評価（日韓共同研究）に係わる打ち合わせ ～」

ンター

小川 恭男 生物環境安全部 韓国 「農業生態系における水質保全とその環境影 研究推進費H14.11.13
H14.11.16響評価（日韓共同研究）に係わる打ち合わせ ～」

鳥谷 均 地球環境部 韓国 「農業生態系における水質保全とその環境影 研究推進費H14.11.13
H14.11.16響評価（日韓共同研究）に係わる打ち合わせ ～」

遠藤 正造 化学環境部 韓国 「農業生態系における水質保全とその環境影 研究推進費H14.11.13
H14.11.16響評価（日韓共同研究）に係わる打ち合わせ ～」

石原 悟 化学環境部 アメリカ 北アメリカ第 回環境化学毒性学会に出 研究推進費23 H14.11.15
H14.11.22席 ～

石郷岡康史 地球環境部 中国 中国における気象災害等の実態及び早期予 要請出張H14.11.19
H14.11.27 JIRCAS測の研究動向に関する調査 ～

藤井 義晴 生物環境安全部 ベトナム ムクナの栽培に関する技術指導 受託出張H14.11.19
～ 文化協会H14.11.30 ICA

地球環境部 アメリカ アメリカ人類学会第 回大会に出席 研究交流促進法David 101 H14.11.20
～ 第５条SPRAGUE H14.11.26

小林 和彦 地球環境部 中国 日本－中国環境フォーラム 研究推進費H14.12.3
H14.12. 7～

研 究 ・ 技 術 協 力
（ Ｈ 1 4 10 ～ 1 2 ）.
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

新藤 純子 地球環境部 中国 流域窒素循環に関する情報収集および現地 環境省委託プロH14.12.19
調査 ～ ジェクトH14.12.24

岡本 勝男 地球環境部 中国 「炭素循環に関するグローバルマッピング 文科省委託プロH14.12.19
とその高度化に関する国際共同研究」に関 ～ ジェクトH14.12.24
する情報収集

依 頼 研 究 員

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H14.10. 1前川 和正 兵庫県立農林水産技術 微生物分類研究室 作物上における常在菌の機能に関する研究
H14.12.27総合センター ～

H14.10. 1福田 秀樹 秋田県病害虫防除所 環境化学物質分析研 秋田県における水稲玄米の残留農薬の実態調
H14.12.27究室 査 ～

H14.10. 1半澤 勝拓 福島県農業試験場 水質保全ユニット 栄養塩類の地表面収支に基づく行政区界単位
H14.12.27のデータベース構築 ～

H14.11. 1後藤 新一 山形県病害虫防除所 微生物分類研究室 果樹から分離される微生物の分離・同定
H14.12.27～

H14.11. 1松森 信 熊本県農業研究センター 養分動態ユニット 栄養塩類の地表面収支に基づく行政区界単位
H15.1.31のデータベース構築 ～

H14.12. 2伏見 典晃 静岡県柑橘試験場 微生物分類研究室 ミカン葉上の微生物の分離同定及び有効利用
H15.2.28法の開発 ～

技 術 講 習

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H14.10. 7合田 奈央 長岡技術科学大学 土壌微生物利用ユニ 有機塩素化合物分解菌の遺伝子解析
H15.1.31ット ～

CO CH H14.10.16間野 正美 千葉大学大学院 フラックス変動評価 と フラックス観測の技術講習ならび2 4

H15.3.31チーム にデータ解析への参加 ～

H14.11.28岡安 智生 東京大学大学院 食料生産予測チーム 土壌試料の粒径分析手法の習得
H15.3.31～

H14.12. 2小松 洋介 新潟大学 組換え体チーム マイクロサテライト・マーカーを用いた人里
H14.12.20植物のクローン分析 ～

H14.12. 2横山 史絵 新潟大学 組換え体チーム マイクロサテライト・マーカーを用いた人里
H14.12.20植物の交雑率の推定 ～

H14.12. 2堀川麻由子 新潟大学 組換え体チーム マイクロサテライト・マーカーを用いた人里
H14.12.20植物の交雑率の推定 ～
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その他の研究・研修

氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Mathias H14.10. 2国際稲研究所 外国人受入研 土壌生化学ユニット 低リン酸耐性イネにおける遺伝子の微
Wissuwa H14.10.16究者 細マッピング ～

Rodelio Bello JICA H14.10 .9フィリピン土 研修員 土壌分類研究室 フィリピン・農民参加によるマージナ
Carating H14.10.25地および水管 ルランドの環境及び生産管理計画 ～

理局

MOU H14.10.23巖 基哲 韓国農村振興 外国人受入研 （化学環境部他） に基づく日韓共同研究「農業生
H14.10.25庁農業科学技 究者 態系における水質保全とその環境影響 ～

術院 評価」事前打ち合わせ

MOU H14.10.23朴 光來 韓国農村振興 外国人受入研 （化学環境部他） に基づく日韓共同研究「農業生
H14.10.25庁農業科学技 究者 態系における水質保全とその環境影響 ～

術院 評価」事前打ち合わせ

MOU H14.10.23河 相健 韓国農村振興 外国人受入研 （化学環境部他） に基づく日韓共同研究「農業生
H14.10.25庁農業科学技 究者 態系における水質保全とその環境影響 ～

術院 評価」事前打ち合わせ

MOU H14.10.23朴 白均 韓国農村振興 外国人受入研 （化学環境部他） に基づく日韓共同研究「農業生
H14.10.25庁農業科学技 究者 態系における水質保全とその環境影響 ～

術院 評価」事前打ち合わせ

MOU H14.10.23石 順子 韓国農村振興 外国人受入研 （化学環境部他） に基づく日韓共同研究「農業生
H14.10.25庁農業科学技 究者 態系における水質保全とその環境影響 ～

術院 評価」事前打ち合わせ

Kyo-Moon H14.11. 4韓国農村振興 外国人受入研 気候資源ユニット 日韓両国の異常気象と気候変化による
Shim H14.11.10庁農業科学技 究者 穀物生産への影響評価・予測手法の開 ～

術院 発

Min-Su H a n H14.11. 4韓国農村振興 外国人受入研 気候資源ユニット 日韓両国の異常気象と気候変化による
H14.11.10庁農業科学技 究者 穀物生産への影響評価・予測手法の開 ～

術院 発

Wuyunna JSPS H14.11.26中国内蒙古大 外 国 人 食料生産予測チーム 地球規模の温暖化や降雨変動が東アジ
H16.11.25学 特別研究員 アの食料生産に及ぼす影響の数値予測 ～

手法の開発

Albert H14.12. 1フランス国立 外国人招へい 環境計測ユニット 農耕地の炭素収支関連パラメータ評価
Olioso H14.12.11農業研究機構 研究者 手法の開発 ～

気象土壌環境
研究所

DerekMuir H14.12. 3カナダ国立水 外国人招へい ダイオキシンチーム 「農林水産業におけるダイオキシン類
H14.12.7研究所 研究者 の動態と生物影響」に関する国際ワ－ ～

クショップ

Jong-Guk H14.12. 3韓国国立全北 外国人招へい ダイオキシンチーム 「農林水産業におけるダイオキシン類
Kim H14.12.7大学 研究者 の動態と生物影響」に関する国際ワ－ ～

クショップ

H14.12. 3Kurunthachalam ニューヨーク 外国人招へい ダイオキシンチーム 「農林水産業におけるダイオキシン類
Kannan H14.12.7州立大学 研究者 の動態と生物影響」に関する国際ワ－ ～

クショップ

Hyomin H14.12. 3韓国国立毒物 外国人招へい ダイオキシンチーム 「農林水産業におけるダイオキシン類
Lee H14.12.7学研究所 研究者 の動態と生物影響」に関する国際ワ－ ～

クショップ

Walter W. H14.12. 3アメリカ環境 外国人招へい ダイオキシンチーム 「農林水産業におけるダイオキシン類
Kovalick, Jr. H14.12.7保護局 研究者 の動態と生物影響」に関する国際ワ－ ～

クショップ


